【様式２】
事業実施計画書
	活動団体について

	団体名
	

	団体の代表者
（役職・氏名）
	

	事業実施の担当者（役職・氏名）
	電話番号：
E-mail：

	所在地
	

	１．背景・目的

	（１）
人材育成の狙い・目標

	※地域に裨益する再エネ事業の持続性向上に地域中核人材の育成が果たす役割をふまえて、具体的に記載すること。


	（２）
地域中核人材に求められる姿

	※地域再エネ事業を実施するに当たり、地域中核人材に求められる知識・ノウハウについて、その理由も含めて具体的に記載すること。


	２．活動内容

	（１）
人材育成の実施内容

	【再生可能エネルギーの種類】
※人材育成において知識・ノウハウを提供する予定の再生可能エネルギーの種類を記載すること。
・
・
・
【対象とする地域・人材】
※本事業で取り組む人材育成の内容について、想定している地域や人材を記載すること。
※現時点で、具体的な想定がない場合、人材育成を実施する地域・人材を募る方法について、具体的に記載すること。
【活動内容】
※人材育成の内容について、具体的に記載すること。
※人材育成による効果を一過性なものとせずに持続的かつ自立的なものとするための工夫や他地域に展開可能な要素についても記載すること。
【人材育成が地域にもたらす効果】
※人材育成を受けた地域中核人材が再エネ事業を実施していくことで、地域にどのように裨益するか、CO2削減等の環境面だけでなく、SDGsや地域循環共生圏の観点も踏まえて、具体的かつ論理的に記載すること。
【活動費】

※人材育成に要する活動費について、【活動内容】に記載された内容を踏まえて、示すこと。
※公募要領４．公募する取組の対象（２）活動費、（３）活動費として計上可能な経費を参照すること。
経費区分・費目

金額（千円）

内訳

人件費

業務費

（賃金）

（報酬・給料・職員手当）

（社会保険料）

（諸謝金）

（会議費）

（旅費）

（印刷製本費）

（通信運搬費）

（委託料）

（使用料及び賃借料）

（消耗品費）

合計



	３．実施スケジュール・体制

	（１）
スケジュール
	※令和３年６月下旬～令和４年2月28日までのスケジュールを記載すること。
※今後のスケジュールは以下の表を使用してもよい（図表の貼り付けも可）。
今後のスケジュール（例）
○年○月

○年○月

○年○月

○年○月

・
・

・
・

・
・

・
・



	（２）
実施体制

	※人材育成に関与する団体が複数存在する場合、それぞれの役割や専門分野について明記すること。併せて、人材育成に従事する予定の者の専門分野も記載すること。

	（３）
人材育成の実績
	※人材育成に係る取組の実績があれば記載すること。



【注１】記載するフォントサイズは、11ptを目安とすること。
【注２】事業実施計画書は、A4サイズで、10ページ程度までとすること。
【注３】記入欄の「※」の記述は削除して構わない。
